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しゃきょうの平成30年度事業計画は4ページから

　3 月 8 日、様々な活動で地域に貢献しているボランティア 83 名が、佐呂間町老
人福祉センターに集い、ボランティア交流会を開催しました。
　交流会では、３月に卒業する高校生 9 名に対して、ボランティアの感謝状を贈呈しました。
　高校生は、先日開催した「かまくら雪まつり」のイベント進行や大会運営に協力
していただきました。
　卒業後は、地元で就職する人や進学する人など様々ですが、今後一層ご活躍くだ
さいますよう、心より期待しております。
　会場では、団体表彰として、栄地区と仁倉地区のたすけあいチームに、感謝状を
贈呈しました。

地域を支えるボランティアの交流会

この社協だよりは共同募金の助成により発行しております

さろま　しゃきょう

１Ｐ ･･･ ボランティア交流会

２Ｐ ･･･ 第 19回かまくら雪まつり

３Ｐ ･･･ 社協サービスのご紹介

４Ｐ ･･･ ご寄付
　　　　平成 30年度事業計画
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大雪明けの悪路の中ご来場ありがとうございました

開 催 日　平成 30 年 2 月 18 日 ( 日 )　　佐呂間町町民センター駐車場 特設会場
来 場 者　当日来場者 223 人 ( 佐呂間高等学校ボランティア 13 名を含む）

出店協力　三青年部（ 漁協、 農協、 商工会）、 道の駅サロマ湖、 政岡精肉店、 サン ・コロネ

　　　　　サロンおひさま、 かるがもネットワーク、 老人クラブ連合会、 身障佐呂間分会
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みなさまの社協会費と赤い羽根共同募金で運営する社協のサービス

へ
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地域老人施設整備事業

地域の会館で高齢者が使用す
る備品購入を助成
※総事業費の８割 ( 限度１６万円 )

在宅高齢者紙おむつ支給

本町に住所を有し在宅
で生活する方で、 紙お
むつを使用する要介護２
以上の方にお届け

給食サービス

虚弱老人世帯や重
度身障者世帯など
に１食３００円で週２
回給食をお届け

教 育 支 援 資 金
低所得者世帯に、 大学 ・

専門学校の支度費と在学

中の学費貸付を行います。

貸付には北海道社会福祉

協議会の審査

があります。

心配ごと相談

いろいろな悩みや心配
ごとについて、 町内の
相談員による電話 ・ 面
談での相談を行います。

ふ れ あ い 郵 便

毎月民生児童委員さんが７０歳以上
のひとりぐらしの方等のお宅を訪問
して、 ふれあい郵便をお届けします。
郵便の中身はこんな内容です
･ 民生児童委員のお便り
･ 悪徳商法の対策を指南
･ 図書館の新着図書案内
･ 相撲のよもやま話、 他

赤い羽根ポップコーン募金

自治会、 たすけあいチームのイベント
に、ポップコーンマシーン （材料込み）
が無償でレンタルできます。 さらに
“赤い羽根募金箱” を
設置し、 募金を地域福祉
福祉に活用する 「ポップ
コーンを食べて、 じぶんの
町を良くするしくみ」 です

子育てグッズレンタル

ベビーカー／ベビーシー
ト／チャイルドシート／
ジュニアシートを、 無料
で最長２年間レンタル

介護用品レンタル

車 イ ス ／ 歩 行 器 ／
シャワーチェアー／お
風呂用イス／折りた
た み 杖 を、 1 ヶ 月 間
無料レンタルできます
（延長も可）

消費生活相談

悪質商法などの問題
解決のための助言、
情報提供、 相談あっ
せんを行います

し ゃ き ょ う出前講座

社協職員が講師として地域で講座
を開催 （主な内容は以下のとおり）

・しゃきょう活用セミナー
・人ごとではないお金の話
・しゃきょう式 『終活』 講座
・ 悪質商法 撃退道場
・ インターネット
　　 トラブル 110 番

老人福祉センターのお風呂

毎週月～土 （日曜祭日はお休み）
平日 15 時～ 20 時 30 分迄
土曜 16 時～ 20 時 00 分迄
高校生以上　２００円
小中学生　　　1００円
幼児　　　　　　　　無料

愛 情 資 金

町内に保証人がおり返済
可能な方に対し、 １年を期
限として無利子で生活費の
貸付 （限度額８万円） を行
います。 貸付には民生児童
委員の意見書が必要です
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あたたかいご寄付をありがとうございます
あたたかいご寄付をお寄せいただき、厚くお礼申し上げます。

みなさまからのご厚志は、町の福祉活動に活用することで、感謝の意とさせていただきます。
（平成３０年 ２月１６日～平成３０年 ３月１４日）

◎香典返しを廃して
･ 森　　　利　弘 様（知　来）
･ 滝　口　髙　志 様（永代町）
･ 中　原　静　子 様（宮前町）
･ 安　藤　　　雅 様（埼玉県）

･ 平　戸　さち子 様（若　佐）
･ 山　内　英　敏 様（永代町）
･ 武　田　　　勉 様（北斗市）

◎社会福祉事業に対して
･( 株 ) ドリームフロンティア
　代表取締役　高橋　俊道 様

※詳細な事業計画・予算は、老人福祉センターと｢しゃきょうホームページ ｣でご覧いただけます

みんながつながり支え合う地域づくりの推進

1) 地域に根ざした「つながり」の機会と
　場所の確保
2) 地区たすけあいチームの育成と活動支援
3) ボランティア活動の推進

福祉問題・生活課題を解決するための仕組みづくり

1) 社会福祉、社協サービスについての情報提供
2) 幅広い世代の相談窓口やサービス体制の確立
3) 新たな制度による問題や様々な住民要望
　に応えるサービス

住民に顔の見える社会福祉協議会をめざして

1) 定期的な広報誌の発行を行ない、行事や
　事業、各種福祉サービスの啓発を図る
2) 地域に出向き、懇談会や説明会を実施し地域
　福祉活動の内容と財源についての理解を求める

法人運営の基盤強化

1) 法人運営の基盤強化
2) 指定管理事業等の受託と推進

佐呂間町社会福祉協議会　平成 30年度事業計画

みんながつながり支え合う地域づくりの推進
福祉問題・生活課題を解決するための仕組みづくり
住民に顔の見える社会福祉協議会を目指して
法人運営の基盤強化


